


発芽不良の発生が多い鹿児島県では、
発生が見られない茨城県に比べて秋冬季の気温が高いため
0℃以下の凍結温度に耐える能力(耐凍性)が高まらず、
凍害に遭うことが発芽不良発生の主な要因であることが
明らかになりました（図1）。さらに、秋冬季に家畜ふん堆肥の施用や施肥を行うと、
樹体への窒素の取り込みが進むことにより耐凍性が十分に高まらず、
発芽不良の発生が助長されることが明らかとなりました（図2）。

耐凍性が低いまま

秋冬季の気温が高い

凍害発生

発芽不良の発生

（ ）
（ ）
（ ）

図1） 発芽不良発生年における日最低気温と耐凍性との関係
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図2） 花芽の窒素含量と凍害発生危険温度との関係（2012-2015年）
縦軸、横軸ともに、秋冬季に家畜ふん堆肥を散布した区から
春季に家畜ふん堆肥を散布した区を減じた値を表示。
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九州各県にて
発芽不良発生!

九州地域を中心に温暖なニホンナシ産地で
最近発生が多発している生理障害です。
極端な暖冬となった2009年や2010年の春などに西南暖地を中心とした
ニホンナシの露地栽培において発芽不良が発生しました。
主な症状としては、長果枝（30cm以上の結果枝）において、
発芽・開花の遅延や不揃い、小花数の減少、
芽枯れあるいは枝枯れが認められ、
さらに症状が重い場合は枯死に至る場合もあります。
その後も、ナシの栽培南限地の鹿児島県では、暖冬年を中心に
ニホンナシ「幸水」等の露地栽培において花芽の枯死を中心とした
発芽不良が発生しています。

発芽不良の代表的な症状

樹全体の開花の遅れ（枝先端のみ開花している状況）

発芽不良の重症化により樹全体が枯死

生育期における枝枯れ症状

葉原基のみ生存
（花原基は枯死）

芽全体が枯死

1、2輪のみ開花



今回明らかにされた発生要因に基づき、毎年のように発芽不良が発生し
ているナシ園において、窒素を含む肥料や堆肥の散布時期を春にすると、
花芽の耐凍性は、秋や冬に散布した樹の花芽に比べて高くなり（図3）、
発芽不良の発生が大幅に少なくなることが明らかとなりました（図4）。
なお、5年間継続して肥料や堆肥の散布時期を春に変更しても、樹の
生育および果実品質に違いは生じないことを確認しています。

これまでに樹勢が弱い樹において発芽不良が重症化しやすい傾向がみられることから、樹勢回復効果を目的とした
土壌改良処理による発芽不良軽減効果について検討しました。とりわけ、発芽不良の発生が多かった2019年春には、
前年の秋冬季に窒素施用を行った区で、1月中下旬にバーク堆肥を用いた土壌改良処理※を行うことにより（図5）、
細根の発生が促され（図6）、発芽不良の発生が少なくなる傾向が見られました（図7）。加えて、土壌改良資材を利用
することにより、土壌への炭素の蓄積が増え、温暖化対策になることも明らかになりました。土壌改良以外にも、潅水
や排水対策、適正着果量の厳守等、園地の状況に応じた樹勢回復策を講じることも効果があると考えられます。
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［散布時期のパターン］

秋肥料+冬堆肥※慣行

3月に肥料18kg、
12月に家畜ふん堆肥2t散布。

9月～11月に肥料18kg、
12月に家畜ふん堆肥2t散布。

3月に肥料18kg、
3月に家畜ふん堆肥2t散布。
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図3） 窒素施用時期の違いが「幸水」花芽の
　　  凍害発生危険温度に及ぼす影響（2016年） ※肥料は窒素換算。肥料、家畜ふん堆肥ともに10a当たりの施用量。

図4） 窒素施用時期の違いが「幸水」花芽の枯死率に及ぼす影響（2016年）

これまでの研究で、秋冬季に行う基肥の窒素成分の多くは冬季に溶出し、翌春の樹体の養分吸収開始以前に流亡して
いることが分かっています。そのことから、 堆肥も含め、窒素換算で10aあたり10kg程度の施用を春季に行い、
樹体の状況を見ながら、適宜追肥を行うのが良いかと考えます。

本研究で、「豊水」において9月および翌年3月に窒素施用を行った場合、3月のみ窒素施用を行った区に対し、
発芽不良の発生が増加する傾向が見られました。このことから、収穫後の施肥についても、現在、発芽不良が
発生している地域を中心に再検討が必要となる可能性があります。

本研究で、冬季（12月）に牛ふん堆肥を施用することにより、発芽不良の発生を助長することが明らかにされています。
このことから、窒素成分の少ないバーク堆肥や、稲わら堆肥を使用することをおすすめいたします。なお、バーク堆肥や、
稲わら堆肥と記載されている商品についても、原材料に窒素成分の多い家畜ふん堆肥が含まれていることがあるので、
注意が必要です。

図5） バックホーによる土壌改良処理

図6） 土壌改良処理の有無による細根発生状況の違い
（左図:無処理区、右図:土壌改良区）

※主幹から1.2m程度の距離に、1樹当たり4ヵ所について放射状に穴（幅35cm×50cm、深さ50cm、約85L）を掘り、 
　20Lのバーク堆肥を埋設しました。処理は2016年より、4カ年（計16箇所処理）実施しました。

春に施肥を移行した場合、どの程度の量を窒素を施用したら良いのか。

収穫後のお礼肥は行っても発芽不良の発生を助長することはないか。

土壌改良処理に用いる資材はどのようなものが良いか。

一般的には生育が停止した落葉期以降（11月中旬以降）の作業が適していると考えられています。

土壌改良処理に処理時期はいつが良いか。 

これまでに、120cm以上の長大な長果枝で発芽不良の発生が多いことや、予備枝の葉芽から発生した長果枝は
主枝・亜主枝の潜芽から発生した長果枝に比べて発芽不良の発生が少ないことが分かっています。このことから、
長果枝を結果枝として使用する場合は、予備枝由来の枝を使用することで発生を軽減できることが報告されていま
す。また、発芽不良の発生は長果枝に着生する花芽よりも短果枝に着生する花芽で少ない傾向があることが分かっ
ています。このことから、長果枝主体の剪定から短果枝主体の剪定に切り替えることも対策の一つと考えられています。
さらには2013年に農研機構において品種登録出願公表された「凜夏」は、発芽不良の発生が少ないことから暖地
でも安定生産できる早生品種として有望であることが明らかにされています。

本マニュアルに記載されている以外に発芽不良対策はあるのか。

～発芽不良を寄せ付けない樹体管理～

こちらのQRコードを読み取ることでご覧いただけます。

詳細については、 2015年に発行されている「ニホンナシに発生する発芽不良の発生要因と対策」をご覧下さい。
https://www.naro.affrc.go.jp/org/niaes/ccaff/project2015/manual2015/nihon-nashi_2015.pdf
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図7） 土壌改良処理の有無が「豊水」花芽の枯死率に及ぼす影響（2019年）
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慣行（秋施肥）

9月に肥料を2.8kg、
3月に肥料を11.2kg。 

9月～11月に肥料14kg。

3月に肥料を14kg。
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※肥料は窒素換算したもので、10a当たりの施用量。
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